
 洞 爺 湖 一 京 都

(北 海 道 よ さ よ う な ら …)

  11班 短 食2の4

西郡,長 谷 川,苗 村・ 仲井

寺見,立 花,脇 本,和 田,中 野 、

7月26日(第12日 目)

目が さめて今日は7月26日 。 「あ一あ。」思わず溜息が 出る。北海道 とも今日限 りか
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と思 うとなんだか帰りた くなくなってきた。今まであんなにホームシツク気味だつたのに。

朝食,魚,揚 物,わ さび漬,牛 乳をたらふ く食つてさあ出発 。3台 に分乗する予定 のバス

は2台 に減 らされた為,皆 んな我先に乗 り込んだ。ところが行きに比 らべ帰 りは重量オー

バー。それもそのはず,家 族,友 人,さ ては彼氏へのプ レゼ ントか皆んな倍になつた荷物

をかかえて席のと り合い・旅館の人達の色と りどりのテープに別れを告げて駅 へ急 ぐ。洞

爺湖 よ。サケの尻尾 よ,さ ようなら。汽車がホームに入つて来ると一斉に中に雪崩込む。

もちろん席を確保する為に……(蔭 の声 。こんな恰好,彼1こ 見せたら百年の恋も醒めるカ

モネ。)

 風景はやは り羊蹄山,駒 ケ岳,大 沼,小 沼等。乗務員さんの説明も良 く行 きとどいてい

て旅の最後のガイ ドとして印象深い。今年は冷害のせいで稲の苗は生育不足 らしい。函館

か ら連絡船IY乗 り換え少々ガツカジした。松前丸に比 らぺて_._..まわ り小 さくて美 しくない

この十和田丸。でも文句も言わずおとな しく横になつて一ねむ りした。連絡船 を降 りる際,

汽車 の席がないので急ぐよ う言われてa一 時間も前か ら立ち並んで待っ連中が沢山でたが,

我 々は後迄,ゆ つ くり腰を下ろしていた。夜行にも,ど うにか座る事が 出来た し,後 方の

席に自衛隊の若者が数十人座っているので,少 々気 を良 くしていたところ,そ の境界線1こ

は,岡 部先生s写 真屋さん,交 通公社のお兄ちやんが網をはつているので残念 なが ら……。

途中で誰かが汽車 から財布を落 としたと一驚 きしたが幸いにもeど うや ら手元に帰つて来

るよう手配され,本 人は勿論,一 同安心 したのは言 うまでもない。

 全力を寝 ることに集中して各 自特有のスタイルで寝 ている。行 く時には,と ても見 られ

なかつた光景だ。おや,誰 かが微笑んでいる。きっ と北海道で何か良 いことがあつた ナ。

あら,彼 女,口 をむしやむ しや動か して…… まあ,器 用な人◎食物科は夢1こまでも食べる

こと考えるのね。私の隣の人は,棚 か らボタモチな らぬ重いスーツケースの到来1こ顔 をし

かめている。

 いろいろな思いを汽車はいつば Y11.つめ込んで東京へと向か う。

 7月27日(第13日 目)

 27日 早朝,寒 さで眼が さめる。北海道 に居る時 より寒い感 じ。仙台を過ぎる頃か ら夜

明けが始 まる。又 しても食欲制止{こ悩 まされ,「 平」 までの時間の長い事。平 でサ ン ドイ

ツチと冷たい牛乳の朝食。声な し。

 お腹がいつばいになると皆んな現金なもの。再びガタゴ トという音1こ合わせてかわいい

寝息ばか り。気が付 くといっの間にか,ビ 〃の谷間の雑踏の中に自分達を見 い出していた。
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い よい よ待 ち`こ待っ た 「ひか り号」 。昨 日のポ ロ汽車 に比 らべ て乗 り心地 の良 さEこうかれ,

昼 食のナ ンドイツチ1‾Vユ ースをお腹に お さめた頃sこ の二 週間 の旅 の疲れ が__度 に出た

のか,ど ちらをむいて も コツ ク リ,コ ッ ク リ。 目が さめた ら,な つか しい京 都 タ ワー が笑

つて私 達 を迎 えていた。

 北海道 の思 い出は 「ひか り号」 の如 く早 か った 。

一30-一


